
令和6年度花巻市総合文化財センター企画展

花巻市総合文化財センター
〒028-3203 岩手県花巻市大迫町大迫3-39-1 TEL 0198-29-4567 

開館時間 9:00～17:00 (入館は16:30まで) 
入館料 大人200円 小中高生100円     (花巻市内の小中高生無料)

2024年 6/22（土） ～ 8/25（日） 9:00~16：30 会期中無休

関連イベント
●壁掛け傘作り 7/ 6(土) 13:30～
●ミニチュア花巻傘作り

7/27(土) 13:30～
※要申込 申込受付 6/17(月)から
●花巻傘製作実演 8/17(土) 13:30～
※申込不要

●花巻傘使用体験 企画展期間中貸出

※申込不要
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 ◆関連イベント
●花巻傘使用体験 企画展期間中(6/22～8/25) 貸出（雨天使用可）

●壁掛け傘作り 7/ 6(土) 13:30～ 定員20名 参加費用2,000円～3,000円 要申込

●ミニチュア花巻傘作り 7/27(土) 13:30～ 定員20名 参加費用4,000円～5,000円 要申込

●花巻傘製作実演 8/17(土) 13:30～ ※要入館料 申込不要

※壁掛け傘作り、ミニチュア花巻傘作りは、使用する和紙によって参加費用が異なります。

※要申込の体験メニューは、6/17(月)から申込受付開始します。
    

花巻市総合文化財センター

約
二
二
〇
年
前
の
武
士
の
内
職
が
起
源
と
さ
れ
る
花
巻
傘
は
、

明
治
の
初
め
に
本
業
化
し
、
次
第
に
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
昭

和
三
〇
年
代
前
半
ま
で
傘
作
り
は
、
花
巻
の
主
要
な
産
業
の
一

つ
で
し
た
が
、
洋
傘
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、
昭
和
三
六
年
に

は
、
滝
田
工
芸
を
除
い
て
廃
業
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
盛
岡
藩
の
城
下
町
・
花
巻
の
名
残
り
を
留
め
る

花
巻
傘
の
歴
史
を
辿
り
、
傘
作
り
や
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
南
に
接
す
る
仙
台
藩
で
製
作
さ
れ
た
口

内
傘
（
現
・
北
上
市
口
内
町
）
や
イ
ギ
リ
ス
製
の
洋
傘
、
光
を

楽
し
む
現
代
の
花
巻
傘
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

和
傘
作
り
は
、
全
国
で
約
二
〇
軒
程
度
、
東
北
で
は
、
山
形

市
と
当
市
に
し
か
な
い
貴
重
な
工
芸
技
術
で
す
。
和
傘
本
来
の

美
し
さ
と
と
も
に
、
地
元
の
貴
重
な
和
傘
作
り
、
花
巻
の
町
の

歴
史
、
身
近
な
文
化
財
に
触
れ
る
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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和
傘
は
、
開
い
た
時
の
形
や
色
、
模
様
の
華
や
か
さ
か
ら
、

よ
く
花
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
閉
じ
た
時
に
は
、
傘
布

部
分
が
内
側
に
収
ま
り
、
元
の
竹
の
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。

「
開
け
ば
花
、
閉
じ
れ
ば
竹
」
は
、
和
傘
の
美
し
さ
を
讃
え

る
言
葉
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
け
ば
花
、
閉
じ
れ
ば
竹

蛇の目傘天日干し

四十三年十一月花巻川口町附近之圖花巻傘ライトアップ鈴木春信「夜の雨 宮詣美人」(復刻浮世絵)

〒028-3203 岩手県花巻市大迫町大迫3-39-1 TEL 0198-29-4567 
開館時間 9:00～17:00 (入館は16:30まで) 
入館料 大人200円 小中高生100円     (花巻市内の小中高生無料)

滝
田
工
芸
は
、
三
代
続
く
和
傘
工
房
で
す
。
初
代
・
五
郎

八
は
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に
製
造
・
販
売
を
は
じ
め

ま
し
た
。
二
代
・
信
吉
は
、
父
よ
り
傘
製
造
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
か
ら
製
造
販
売
に
従
事
。

滝
田
工
芸
の
看
板
を
掲
げ
、
先
代
と
と
も
に
卸
に
頼
ら
な
い

直
接
の
営
業
・
販
売
を
続
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

の
和
傘
や
壁
掛
け
傘
な
ど
の
お
土
産
品
も
開
発
し
て
い
ま
す
。

三
代
・
信
夫
氏
は
、
昭
和
五
三
年
よ
り
滝
田
工
芸
を
継
ぎ

ま
す
。
傘
作
り
の
七
六
の
工
程
す
べ
て
を
一
人
で
こ
な
す
、

全
国
で
も
数
少
な
い
和
傘
職
人
で
す
。
工
房
は
百
年
を
超
え

て
傘
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

今
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百
年
を
超
え
る
和
傘
工
房

滝
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工
芸

花巻傘 番傘
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